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は
じ
め
に

東
京
大
学
総
合
図
書
館
と
史
料
編
纂
所
に
は
、
と
も
に
長
崎
の
出
島
出
入
り
の
絵
師
川

原
慶
賀
の
作
と
い
わ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
コ
ッ
ク
＝
ブ
ロ
ム
ホ
フ

の
家
族
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

史
料
編
纂
所
の
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
日
蘭
関
係

と
関
わ
る
種
々
の
画
像
史
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
筆
者
ら
は
二
〇
一
五
年
一
月
九

日
に
、
当
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
日
蘭
関
係
の
研
究
者
に
、
本
史
料
保
存

技
術
室
員
、
修
補
技
術
者
も
交
え
て
、
二
つ
の
家
族
図
と
そ
の
他
の
近
世
後
期
対
外
関
係

資
料
を
見
る
研
究
会
を
開
催
し
た（

１
）。

そ
の
際
、
両
図
と
も
、
か
な
り
傷
み
が
進
み
、
な
る

べ
く
早
い
修
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
総
合
図
書
館
所
蔵
図
に
つ
い
て
、
同
館
か
ら
公
益
財
団
法
人
出
光
文
化

福
祉
財
団
の
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
度
美
術
品
修
復
助
成
に
応
募
し
、
助
成
を
得

た
（
平
成
二
十
八
～
二
十
九
年
実
施
）。
史
料
編
纂
所
所
蔵
図
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
出

光
財
団
の
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
度
助
成
に
よ
っ
て
、
修
理
費
用
の
一
部
の
補
助

を
受
け
（
令
和
元
～
二
年
度
実
施
）、
こ
れ
に
よ
り
両
図
の
修
理
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
助
成
を
い
た
だ
い
た
出
光
文
化
福
祉
財
団
に
、
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

修
理
は
、
二
点
と
も
株
式
会
社
修
護
（
代
表
取
締
役　

池
田
和
彦
）
に
よ
り
、
独
立
行

政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
修
復
ア
ト
リ
エ
（
紙
）
に
お
い
て
、
同
社

の
君
嶋
隆
幸
氏
（
一
般
社
団
法
人
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
認
定
技
師
長
）、
白
井
啓
太
氏

（
同
主
任
技
師
）
を
主
担
当
者
に
行
な
わ
れ
た
。

な
お
、
二
点
と
も
修
理
開
始
の
前
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財

研
究
所
（
保
存
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
早
川
泰
弘
氏
ほ
か
）
と
東
京
大
学
の
共
同
研
究
と
し

て
彩
色
分
析
等
の
科
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
松
井
が
こ
の
絵
画
の
成
立
背
景
お
よ
び
二
点
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
判
明

し
て
い
る
来
歴
や
特
徴
、
修
理
の
概
要
を
記
し
、
現
在
判
明
し
て
い
る
同
画
題
の
絵
画
の

類
型
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
ま
た
髙
島
が
補
論
と
し
て
、
修
理
の
過
程
で
判

明
し
た
両
図
に
つ
い
て
の
知
見
を
紹
介
す
る
。
記
述
に
際
し
て
は
、（
株
）
修
護
に
よ
る

「
業
務
実
績
報
告
書
」、
東
京
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図

の
彩
色
材
料
調
査
結
果
」
を
参
照
し
た
。

　
　

一　

ヤ
ン
・
コ
ッ
ク=

ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
そ
の
妻
子
等
の
来
日

ヤ
ン
・
コ
ッ
ク=

ブ
ロ
ム
ホ
フJan Cock Blom

hoff

（1779-1853

）
は
、
オ
ラ
ン
ダ

王
国
東
イ
ン
ド
政
庁
下
の
、
長
崎
出
島
所
在
の
日
本
商
館
に
お
い
て
、
一
八
一
七
年
（
文

化
一
四
）
か
ら
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
ま
で
商
館
長
を
務
め
た
。
貿
易
の
改
善
に
努

め
、
政
庁
主
導
の
日
本
に
関
す
る
調
査
・
蒐
集
の
さ
き
が
け
に
も
な
っ
た
人
物
で
、
オ
ラ

ン
ダ
通
詞
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（
文
献
⑪
）。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
至
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
混
乱
の
時
期
に
、
十
五
歳
で
軍
隊
に
入
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
と
戦
い
、

そ
の
後
一
八
〇
五
年
バ
タ
フ
ィ
ア
へ
渡
っ
た
。
一
八
〇
九
年
（
文
化
六
）、
日
本
商
館
の

次
席
で
あ
る
荷
倉
役
と
し
て
初
め
て
来
日
し
た
。
一
八
一
三
年
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
に
占
領

さ
れ
て
い
た
バ
タ
フ
ィ
ア
か
ら
、
出
島
商
館
接
収
の
た
め
の
船
が
送
ら
れ
る
と
、
ブ
ロ
ム

ホ
フ
は
、
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
と
と
も
に
そ
の
計
画
を
阻
止
し
、
交
渉
の
た
め
バ
タ
フ
ィ
ア

へ
赴
い
た
。
同
地
で
拘
束
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
送
還
さ
れ
た
が
、
蘭
英
の
講
和
に
よ
っ
て

釈
放
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
戻
る
。
帰
国
後
の
一
八
一
五
年
テ
ィ
ツ
ィ
ア
・
ベ
ル
フ
ス
マ

と
結
婚
し
た
彼
は
、
翌
年
、
バ
タ
フ
ィ
ア
ヘ
出
発
し
、
商
館
長
の
後
任
と
し
て
一
八
一
七

年
（
文
化
十
四
）
長
崎
へ
再
来
し
た
。
そ
の
際
に
政
庁
の
許
可
を
得
、
妻
と
一
歳
半
の
息

子
、
乳
母
、
下
女
を
同
伴
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
側
は
そ
の
滞
在
を
認
め
な
か
っ
た

（
文
献
④
、
⑪
、
⑮
、
⑳
）。

妻
子
一
行
の
出
島
へ
の
逗
留
は
四
か
月
足
ら
ず
だ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ

一
行
の
肖
像
が
描
か
れ
た
。
実
際
に
出
島
で
こ
の
家
族
を
写
生
し
た
の
は
、
唐
絵
目
利
石

史
料
紹
介
と
研
究

松
井
　
洋
子
・
髙
島
　
晶
彦

東
京
大
学
所
蔵
の
二
つ
の
「
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」
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崎
融
思
と
出
島
出
入
り
絵
師
川
原
慶
賀（

２
）で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
文
献
⑱
）。

　
　

二　

東
京
大
学
に
あ
る
二
つ
の
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図

１　

伝
川
原
慶
賀
『
阿
蘭
陀
加
比
丹
并
妻
子
等
之
図
』

所
蔵
番
号
Ａ
〇
〇
―
四
六
八
四



（
絹
本
著
色
、
掛
幅
装
、
本
紙
縦
五
六
・
五
㎝
×
横
九
八
・
五
㎝
）

東
京
大
学
総
合
図
書
館
が
所
蔵
す
る
本
図
（【
巻

頭
図
】、
次
節
掲
載
の
表
で
は
Ｄ
図
と
す
る
）
は
、

横
長
で
、
向
か
っ
て
左
端
に
椅
子
に
座
る
男
性
、
そ

の
右
側
に
長
椅
子
の
わ
き
に
立
つ
白
い
帽
子
を
付
け

た
女
性
、
長
椅
子
に
座
る
赤
い
ド
レ
ス
の
女
性
と
そ

の
足
も
と
に
立
つ
幼
児
、
右
端
の
床
に
座
る
黒
髪
で
肌
の
色
の
濃
い
女
性
の
五
名
の
人
物

を
描
く
。
右
下
部
に
「
崎
陽
」「
束
（
あ
る
い
は
來
）
賀
」
の
落
款
朱
印
を
持
つ
【
図
１
】。

「
束
／
來
賀
」
に
つ
い
て
は
、
林
源
吉
氏
（
文
献
⑤
）、
陰
里
鐵
郎
氏
（
文
献
⑬
）、
金
井

圓
氏
（
文
献
⑯
）
が
論
じ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
慶
賀
の
も
の
と
結
論
付
け
て
い
る
。

箱
の
蓋
表
面
に
は
「
御
掛
物　

阿
蘭
陀
加
比
丹
并
妻
子
等
之
図　

一
幅
」、
箱
の
蓋
裏

に
は
以
下
の
墨
書
が
あ
る
【
図
２
】。

　

 「
加
比
丹 

や
ん
こ
つ
く
ぶ
ろ
む
ほ
ふ 

歳
三
拾
九
、
加
比
丹
妻 
で
つ
た
べ
る
ふ
す
ま 

歳
三
拾
壹
、
加
比
丹
忰 

よ
わ
ん
ね
す
こ
つ
く
ぶ
ろ
む
ほ
ふ 

歳
弐
ツ
、
乳
母 

ぷ
れ
と

る
ね
る
ら
み
ゆ
ん
つ 

歳
廿
三
、
下
女 

ま
ら
て
い 

歳
三
拾
三
」、

　

 「
文
政
元
戊
寅
歳
夏
阿
蘭
陀
加
比
丹
妻
子
等
召
連
肥
州
長
崎
江
致
着
舩
候
、
珎
敷
儀

ニ
付
於　

公
邉
人
物
寫
茂
被　

仰
付
候
由
ニ
テ
、
右
寫
繪
圖
一
枚
御
出
入
大
通
辞
末

永
甚
左
衞
門
ゟ
指
上
候
事
」。

諸
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
と
す
る
の
は
、
前
年
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。
こ
の
絵
画
の
元
絵
は
、
彼
女
ら
が
滞
在
し
て
い
た
一
八
一
七
（
文
化
十
四
）

年
八
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
四
日
の
間
に
、
公
辺
す
な
わ
ち
幕
府
・
長
崎
奉
行
が
珍
し
い

オ
ラ
ン
ダ
人
の
妻
子
を
描
く
こ
と
を
命
じ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
の

後
半
に
つ
い
て
は
、
微
妙
な
表
現
だ
が
、「
作
成
さ
れ
た
元
絵
の
写
し
の
一
つ
を
、
出
入

り
の
大
通
詞
末
永
甚
左
衛
門
か
ら
差
し
上
げ
た
」
と
読
め
る
。「
御
出
入
」
と
い
う
表
現

は
、
お
そ
ら
く
長
崎
の
地
役
人
が
諸
藩
の
長
崎
蔵
屋
敷
に
出
入
り
し
情
報
提
供
や
蔵
屋
敷

の
業
務
へ
の
便
宜
供
与
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
「
館
入（

３
）」

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
甚
左

衛
門
が
出
入
り
先
の
某
大
名
家
に
差
し
上
げ
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
甚
左
衛
門
が
大
通
詞
で
あ
っ
た
の
は
、
一
八
一
八
年
半
ば
か
ら（

４
）一

八
三
〇
年
、
シ

ー
ボ
ル
ト
事
件
に
よ
り
「
大
通
詞
取
放
」
に
な
る
ま
で（

５
）で

あ
る
。
出
入
り
先
が
ど
こ
で
あ

る
か
は
今
の
と
こ
ろ
解
明
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
絵
を
収
め
た
箱
に
は
、
そ
れ
が
東
京
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
事
情
を
伝
え

る
以
下
の
付
属
品
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

・
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
の
茶
角
封
筒
（
付
属
品
全
体
を
収
め
る
）

　

 （
表
書
）「
英
国
大
使
館
一
等
通
訳
官
Ｃ
・
Ｒ
・
Ｂ
ｏ
ｘ
ｅ
ｒ
氏
書
簡
一
通
、
小
野

塚
喜
平
次
氏
・
辻
善
之
助
氏
書
簡
各
一
通
、「
和
蘭
カ
ピ
タ
ン
妻
子
図
」
関
係
書
簡

（
昭
和
六
・
十
二
月
封
入
）」

・
封
筒

　

 　
（
表
書
）「
清
水
直
治
殿
」、（
裏
書
）
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
長　

辻
善
之
助
」

封
筒
内
に
は
、
次
の
二
通

　

 〔
書
簡
〕
東
京
帝
国
大
学
総
長
法
学
博
士
小
野
塚
喜
平
次
書
簡　

清
水
直
治
殿
宛
、

図
１
（
Ｄ
図
）
落
款
部
分

図
２
（
Ｄ
図
）
箱
蓋
裏
の
墨
書
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昭
和
六
年
六
月
三
十
日
付
（
所
蔵
の
絵
図
借
用
に
つ
き
礼
状
）

　
 〔

書
簡
〕
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所
長
史
料
編
纂
官
文
学
博
士
辻
善
之
助

書
簡　

清
水
直
治
殿
宛
、
昭
和
六
年
六
月
三
十
日
付
（「
大
日
本
古
文
書
幕
末
外
国

関
係
文
書
編
纂
上
参
考
ノ
為
メ
」
借
用
の
「
阿
蘭
陀
伽
比
丹
妻
子
等
図
」
返
進
と
感

謝
を
伝
え
る
）

・
朝
日
新
聞
切
り
抜
き
（
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
七
月
二
十
一
日
十
一
面
の
記
事
）

・
英 

文
手
書
き
短
信　

ボ
ク
サ
ー
氏C. R. Boxer

よ
り
中
村
勝
麻
呂
博
士
宛
、
一
九

三
一
年
七
月
二
十
八
日
付
（
同
日
付
朝
日
新
聞
の
記
事
に
つ
い
て
の
連
絡
を
謝
し
、

今
回
の
件
が
「
終
わ
り
良
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
」
で
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
、
辻
氏

ら
の
書
簡
二
通
を
返
却
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。）

・
蓋 

裏
墨
書
の
写
真
及
び
「
和
蘭
甲
比
丹
妻
子
等
之
図　

一
軸　

河
原
慶
賀
画
」
と
書

い
た
紙

東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
七
月
二
十
一
日
十
一
面
の
「
惜
し
や
異
国
へ

―
南
蠻
畫
の
逸
品　

僅
か
千
圓
で
買
は
れ　

東
大
中
村
博
士
等
地
團
駄
踏
む
」
と
の
見
出

し
の
写
真
入
り
の
記
事
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
約
一
か
月
前
に
こ
の
絵
が
下
谷
の

画
商
清
水
原
泉
堂
に
入
っ
た
。
史
料
編
纂
所
の
中
村
勝
麻
呂
氏
（
当
時
史
料
編
纂
官
）
が

借
用
検
討
し
、
慶
賀
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
妻
子
同
伴
時
の
絵
で
あ
り
、
貴
重
な
史

料
と
判
明
し
た
が
、「
貧
乏
な
史
料
編
纂
所
や
帝
国
図
書
館
に
は
」
す
ぐ
に
代
金
を
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
長
崎
高
等
商
業
学
校
教
授
武
藤
長
蔵
氏
の
案
内

で
中
村
氏
を
訪
ね
て
こ
の
絵
を
見
た
イ
ギ
リ
ス
人
ボ
ク
サ
ー
氏
が
買
い
取
っ
て
し
ま
い
、

中
村
氏
ら
は
何
と
か
取
り
戻
す
た
め
種
々
奔
走
し
て
い
た
と
い
う
。

同
七
月
二
十
八
日
七
面
の
続
報
（
ボ
ク
サ
ー
氏
の
短
信
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
）
か
ら
、
そ
の
後
、
清
水
の
主
人
や
武
藤
氏
、
中
村
氏
と
話
を
し
た
ボ
ク
サ
ー
氏

は
、「
是
非
大
學
で
御
入
用
な
ら
ば
」
と
返
戻
の
意
思
を
示
し
、
中
村
氏
、
鹽
田
氏
、
姉

崎
氏
ら
の
奔
走
に
よ
り
、
帝
大
図
書
館
へ
あ
て
ら
れ
た
寄
付
金
の
内
か
ら
千
円
が
支
払
わ

れ
、
こ
の
絵
は
買
い
戻
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（

６
）。

同
封
の
東
大
総
長
、
史
料
編
纂
所
長
の
借
用
に
関
す
る
書
簡
は
、
お
そ
ら
く
絵
画
と
と

も
に
清
水
氏
か
ら
ボ
ク
サ
ー
氏
に
渡
っ
た
も
の
が
返
却
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

新
聞
が
英
国
大
使
館
付
陸
軍
中
尉
で
南
蛮
美
術
の
収
集
家
、
と
報
じ
て
い
る
ボ
ク
サ
ー

氏
と
は
、
の
ち
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
海

域
に
お
け
る
活
動
を
中
心
に
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
、
日
本
に
関
わ
る
研
究
も
多
い
歴
史

学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ル
フ
・
ボ
ク
サ
ーCharles Ralph Boxer

（1904 - 2000 （
７
））

で

あ
る
。
彼
は
そ
の
著
書
で
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
、
自
身
が
手
に
入
れ
か
け
た
事
情
に
も
触

れ
つ
つ
、
当
時
の
彼
が
知
る
少
な
く
と
も
五
件
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
中
で
「
最
高
の
」「
一

目
で
名
匠
の
仕
事
と
わ
か
る
」
も
の
だ
と
語
っ
て
い
る
（
文
献
⑦
、
一
〇
三
頁
）。

受
け
入
れ
当
時
、
汚
れ
や
絵
の
具
の
剥
離
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
修
が
な
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が（

８
）、

そ
の
後
大
掛
か
り
な
修
理
等
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
今
回
の
修
理
で
は
、
汚
れ
の
除
去
、
絵
具
層
の
剥
落
防
止
、
裏
打
紙
の
取
替
、

欠
損
部
の
補
填
、
折
損
の
修
復
、
補
彩
を
実
施
し
、
掛
幅
装
に
仕
立
て
直
す
、
本
格
的
解

体
修
理
を
行
な
い
、
今
後
の
保
存
の
た
め
太
巻
添
軸
と
保
存
箱
を
新
調
し
た
。
表
装
の
裂

地
、
象
牙
の
軸
首
は
、
す
べ
て
補
修
を
行
な
い
再
使
用
し
た
。
汚
れ
や
折
れ
等
の
除
去
に

よ
り
、
夫
人
の
着
衣
や
手
袋
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
着
衣
や
履
物
の
装
飾
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
鼻

立
ち
や
ほ
つ
れ
毛
に
至
る
ま
で
、
精
密
に
描
か
れ
た
本
図
の
細
部
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え

っ
た
。

２　

伝
川
原
慶
賀
「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」

所
蔵
番
号
Ｓ
貴
〇
一
―
二
三



（
紙
本
著
色
、
掛
幅
装　

本
紙
縦
一
〇
九
・
六
㎝
×
横
四
三
・
二
㎝
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
本
図
（【
図
３
】、
表
の
Ｋ
図
）
は
、
縦
長
で
、
下

部
に
向
か
っ
て
左
か
ら
黒
髪
の
女
性
、
白
い
帽
子
の
女
性
と
そ
の
右
腕
に
抱
か
れ
た
幼

児
、
青
い
ド
レ
ス
の
女
性
の
四
名
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
下
部
に
、
Ｄ
図
と
同
じ
「
崎

陽
」「
束
（
あ
る
い
は
來
）
賀
」
の
落
款
朱
印
を
持
つ
【
図
４
】。

中
段
に
、
描
か
れ
た
四
名
の
姓
名
や
年
齢
が
オ
ラ

ン
ダ
語
と
日
本
語
で
書
か
れ
、
上
段
に
は
、
来
航
の

事
情
と
、
滞
在
を
求
め
る
嘆
願
が
却
下
さ
れ
同
年
中

に
妻
子
ら
が
帰
帆
し
た
事
情
を
示
す
、
漢
文
の
賛
が

見
ら
れ
る
。
賛
の
二
つ
の
印
文
に
つ
い
て
は
、
上
の

図
４
（
Ｋ
図
）
落
款
部
分
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図
３
（
Ｋ
図
）
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
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一
文
字
は
「
山
」「
品
」「
参
」、
下
は
「
謙
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
文
献
⑯
）

が
、
筆
者
橘
圃
（
あ
る
い
は
橘
團
）
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

本
図
は
、
昭
和
六
年
十
月
に
「
大
倉
粂
資
金
」（
補
註
）
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｄ
図
購
入
の
事
情
を
も
知
る
板
沢

武
雄
氏
が
昭
和
七
年
一
月
に
発
表
し
た
論
文
（
文
献
④
）
に
お
い
て
、
中
村
勝
麻
呂
氏
の

好
意
で
見
る
こ
と
の
で
き
た
「
九
州
某
氏
所
蔵
の
画
幅
の
写
真
（
ブ
ロ
ム
ホ
フ
氏
を
除
く

四
人
の
立
姿
）」
か
ら
引
用
紹
介
す
る
そ
の
題
詞
と
人
名
書
は
、
本
図
の
も
の
と
全
く
同

じ
で
あ
り
、
本
図
が
「
九
州
某
氏
」
か
ら
購
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（

９
）。

眼
球
の
着
色
は
剥
落
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
各
人
の
表
情
や
着
衣
の
様
子
な
ど
は
か
な

り
細
部
ま
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
下
女
の
右
手
先
が
描
か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
絵

画
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
な
い
点
も
あ
る
。
ま
た
、
姓
名
等
の
記
述
中
に
も
、
消
し
て
書

き
直
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
絵
画
と
し
て
の
鑑
賞
を
目
的
と
し
た
作

品
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
姓
名
等
の
蘭
語
記
述
、
賛
に
よ
る
事
件
の
説
明
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
、
あ
る
種
の
情
報
記
述
と
し
て
の
絵
画
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
賛
に

つ
い
て
は
、
一
行
の
帰
帆
ま
で
を
語
っ
て
い
る
こ
と
、
九
月
二
十
日
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
規

則
上
の
帰
帆
期
限
に
過
ぎ
ず
、
実
際
の
出
帆
日
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
絵
や
姓
名
等

よ
り
後
で
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

一
九
三
七
年
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
か
ら
、
当
時
す
で
に
下
部
に
は
相
当
の
傷
み
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
（
文
献
⑧
収
載
図
）。
購
入
後
、
修
理
等
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、

開
閉
に
よ
り
絵
具
の
剥
離
が
進
む
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
解
体
修
理
に
よ
っ

て
、
汚
れ
や
カ
ビ
痕
の
除
去
、
絵
具
層
の
剥
落
防
止
、
裏
打
紙
の
取
替
、
折
損
の
修
復
、

欠
損
部
の
補
填
、
補
彩
を
実
施
し
、
裂
地
を
新
調
し
て
掛
幅
装
に
仕
立
て
直
し
、
装
具
・

太
巻
添
軸
・
保
存
箱
等
も
新
調
し
た
。

　
　

三
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
を
描
く
絵
画
の
類
型

ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
家
族
の
来
航
、
こ
と
に
西
洋
女
性
の
姿
は
非
常
に
注
目
を
集
め
た
よ
う

で
、
当
局
が
絵
師
に
命
じ
て
描
か
せ
た
そ
の
姿
は
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
で
再
構
成
さ

れ
、
肉
筆
画
と
し
て
、
さ
ら
に
は
長
崎
版
画
と
し
て
全
国
へ
流
布
し
た
。
現
在
も
か
な
り

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
残
っ
て
お
り
、
中
に
は
、
本
来
誰
の
姿
で
あ
っ
た
か
を
離
れ
、
西

洋
女
性
、
あ
る
い
は
西
洋
の
男
女
の
絵
と
し
て
一
般
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
一
方
、
全
く

異
な
る
姿
で
あ
り
な
が
ら
ブ
ロ
ム
ホ
フ
夫
妻
に
仮
託
さ
れ
た
図
像
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
、
東
大
所
蔵
の
両
図
に
近
い
構
成
を
持
つ
絵
画
に
つ
い
て
整
理

文
化
丁
丑
七
月
三
日
、
紅
毛
航
舶
帯
妻
及
鼃

（
辟
）
児
乳

母
下
婢
以
入
港
、
蓋
紅
毛
挈
妻
孥
而
航
來
未
嘗
有
前
蹤
也
、

是
以
使
吏
詰
問
之
、
對
曰
、
本
土
地
方
戦
爭
累
年
、
此
年
貢

獻
闕
焉
、
因
官
命
曰
、
今
也
兵
雖
休
矣
、
貢
職
不
可
、
久
負

緩
罪
、
厳
然
促
航
海
、
無
奈
發
棹
期
逝
而
夙
悉
不
起
、
官
乃
曰
、

東
洋
遥
矣
、
使
家
券
（
眷
）
従
事
薬
餌
而
就
役
、
何
病
之
憂

不
瘉
哉
、
於
是
不
得
固
辞
、
挈
妻
孥
服
公
幹
、
伏
請
竢
明
年
、

更
満
病
瘉
而
帯
歸
本
土
、

府
尹
具
状
轉　

奏

江
都
、

令
下
不
可
、
同
年
九
月
廿
日
、
舊
津
萬
里
割
情
而
歸
云
々
、

惟
極
西
文
物
之
異
、
以
丹
青
逼
真
、
故
記
其
大
略
以
助
弄
覧
、

　
　
　
　

嵜
陽　

橘
圃
（
團
）
識　
　

印　

印

VrouwTitiaCokBlomhof
geboorenBergsma

out31jaaren

三
十
一
歳

加
比
丹
妻

テ
ッ
タ
ー

コ
ッ
ク

ブ
ロ
ム
ホ
フ

ゲ
ボ
ー
レ
ン

ベ
ル
グ
ス
マ

ZoontjeJohannesCokBlomhof oud1jaar
5maanden

一
歳
ト
五
ヶ
月

小
児

ヨ
ハ
ン
ネ
ス

コ
ッ
ク

ブ
ロ
ム
ホ
フ

MinnemoerPretronelleMunts oud23jaaren

二
拾
三
歳

乳
母

プ
レ
ト
ロ
ネ
ル
レ

ミ
ュ
ン
ツ

MeitMaratij oud33jaaren

三
十
三
歳

下
婢

マ
ラ
テ
ィ
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表　ブロムホフ家族図の類型

図 作品名（所蔵者・伝来） 類型
（人数） 材質 法量（cm）

（竪×横） 落款 /印
配置（下線は座像）

（向かっての左右を
記す）

主要出典
（太字、白抜
きは画像有）

A
Portrait of the Cock Blomhoff Family, their 
Wetnurse and two Enslaved Servants

（アムステルダム国立博物館　NG-2008-64）
Ⅰ

（６人） 絹本 95.7×173.3 なし
左からブロムホフ・
乳母・幼児・夫人・
下女・後ろに下僕

�、URL*1

B

De heer Cock Blomhoff met zijn eerste 
echtgenoote, mej.Titia Bergsma, en zijn 
zoon, later Mr. Johannes Cock Blomhoff

（①によればオリジナルは mevrouw Fabius,
geb. Van de Poll, te Amsterdam）

Ⅰ
（６人） 不明 不明 なし

左からブロムホフ・
乳母・幼児・夫人・
下女・後ろに下僕

❶、❷、④、
⑦

C ［Dutch family at Nagasaki］
（大英博物館　1881,1210,0.2756）

Ⅰ/Ⅱ
（６人） 絹本 不明 なし

左からブロムホフ・
少年？・幼児を抱く
乳母左向き・夫人・
下女

⑭、URL*2

D 阿蘭陀加比丹并妻子等之図
（東京大学総合図書館）

Ⅰ
（５人） 絹本 56.5×98.5 崎陽・束賀

（印）
左からブロムホフ・
乳母・幼児・夫人・
下女

④、⑦、❽、
⓬、⓭、⓲、
⑲、URL*3

E ブロムホフ家族図
（1937年東京伊藤忠孝氏所蔵）

Ⅰ
（５人） 絹本 53×99.5 崎陽・束賀

（印）
（⑧によれば D 図と
同一構図）

⑧（落款のみ
画像有）

F ブロムホフ一家の図
（子孫 N.Blomhoff 氏）

Ⅰ
（５人） 絹本 不明 なし

左からブロムホフ・
乳母・幼児・夫人・
下女

⓲

G 長崎港図・ブロンホフ家族図（衝立の表裏）
（池長コレクション→神戸市立博物館）

Ⅰ
（５人） 絹本 69.0×85.5

慶賀（帽子
型印）、

Toyosky（印）

左からブロムホフ・
乳母・幼児・夫人・
下女

❺、❻、⑦、
❽、⑨、⓬、
⓭、⓲、⑲、
URL*4

H
Portret van de familie Blomhoff 

（ライデン国立民族学博物館　RV-5252bis-1） Ⅰ/Ⅱ
（４人） 絹本 75×80 石崎融思

左から幼児を抱く乳
母右向き・夫人・下
女

⓬、⓲、
URL*5

I
Titia Cock Blomhoff, de bediende 
Marateij, het zoontje Johannes Blomhoff 
en de min Petronella Munts

（ライデン国立民族学博物館　RV-5824-17）

Ⅱ
（４人） 絹本 54.2×30.9 なし

左から幼児を抱く乳
母右向き・夫人・下
女

URL*6

J ブロンホフ家族図
（池長コレクション→神戸市立博物館）

Ⅱ
（４人） 紙本 90.0×28.1 石崎融思

左から幼児を抱く乳
母右向き・下女・夫
人

⑨、⓬、⓭、
⓲、URL*7

K 和蘭甲比丹ブロムホフ家族図
（東京大学史料編纂所）

Ⅱ
（４人） 紙本 109.6×43.2 崎陽・束賀

（印）
左から下女、幼児を
抱く乳母右向き、夫
人

❽、⓬、⓰、
⓲、URL*8

L 甲比丹家族之図（軸）
（1932年大阪山田寅次郎氏所蔵）

Ⅱ
（４人） 不明 ２尺１寸

×１尺六寸
崎陽・束賀
（印）

左から下女、幼児を
抱く乳母、夫人

⑤、『明治以
前洋画類集』

M ブロンホフ家族図
（早稲田大学会津八一記念博物館所蔵）

Ⅱ
（４人） 紙本 147.0×41.1 なし 左から下女、幼児を

抱く乳母、夫人
㉓
URL*10

N 甲比丹家族之図（軸）
（1932年長崎小川水路氏所蔵）

Ⅱ
（４人） 紙本 不明 なし （⑤によれば L 図と

同一構図） ⑤

O 阿蘭陀婦人と幼児の図
（1932年福岡許斐友次郎氏所蔵）

Ⅱ
（２人） 紙本 ４尺4寸３分

×１尺８寸
崎陽・束賀
（印）

（⑤によれば乳母が
幼児を抱え直立） ⑤

P ブロムホフ夫人図
（長崎歴史文化博物館 A2ハ0035）

Ⅱ
（２人） 紙本 85.0×46.5 田口之印・

慶賀（印） 左から下女、夫人 ⓮、⓱、⓲
URL*9

網掛けは現存が確認できないもの。
主要出典については、画像掲載、絵画の内容の詳述があるものを掲げた。
URL*1　http://hdl.handle.net/10934/RM0001.COLLECT.328423
URL*2　https://www.britishmuseum.org/collection/object/A_1881-1210-0-2756
URL*3　https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/orandakapitan/page/home
URL*4　https://www.kobecitymuseum.jp/collection/detail?heritage=365039
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し
て
お
く
。【
表
】
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
写
真
掲
載
や
叙
述
に
よ
っ
て
構
成
の
わ

か
る
、
肉
筆
の
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
家
族
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
絵
画
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。

ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
に
つ
い
て
の
最
初
の
専
論
（
文
献
⑧
）
で
、
守
屋
謙
二
氏
は
、
家

族
図
を
、
⑴
加
比
丹
を
加
え
た
妻
子
等
五
人
の
図
、
⑵
妻
子
等
四
人
の
図
、
⑶
幼
児
と
乳

母
の
み
の
図
、
と
分
類
し
て
い
る
が
、
人
数
と
も
密
接
に
関
わ
り
つ
つ
こ
れ
ら
の
図
を
分

類
す
る
指
標
と
し
て
、
こ
こ
で
は
椅
子
・
長
椅
子
の
有
無
と
人
物
の
配
置
に
注
目
し
た

い
。
仮
に
夫
妻
は
椅
子
・
長
椅
子
に
座
り
、
幼
児
と
白
い
帽
子
の
乳
母
は
立
ち
、
黒
髪

の
下
女
は
床
に
座
る
も
の
を
〈
Ⅰ
型
〉、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
描
か
れ
ず
、
乳
母
が
幼
児
を
抱

き
、
全
員
が
立
つ
も
の
を
〈
Ⅱ
型
〉
と
す
る
。

〈
Ⅰ
型
〉

〈
Ⅰ
型
〉
で
は
、
Ｄ
図
に
み
ら
れ
る
ブ
ロ
ム
ホ
フ
自
身
と
そ
の
同
行
し
た
家
族
等
を
示

す
五
名
構
成
が
基
本
と
な
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
の
Ａ
図
【
図
５
】
は
、
五
名
に
さ
ら
に
長
椅
子
の

後
ろ
に
立
つ
男
性
の
下
僕
を
加
え
た
六
名
を
描
く
。
親
族
か
ら
売
却
さ
れ
た
も
の
で）

（1
（

、
ブ

ロ
ム
ホ
フ
が
最
後
ま
で
手
元
に
置
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
注
文
者
に
よ
っ

て
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
東
イ
ン
ド
で
の
成
功
者
の
表
象
と
し
て
「
奴
隷）

（（
（

」
を
書

き
加
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
落
款
や
書
名
は
な
く
、
慶
賀
ま
た
は
融
思

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
人
数
以
外
は
全
体
に
Ｄ
図
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
乳
母
の
上
衣

の
模
様
や
夫
人
の
指
輪）

（1
（

な
ど
、
細
部
の
描
写
に
は
違
い
も
見
ら
れ
、
ま
た
各
人
の
顔
の
大

き
さ
や
表
情
な
ど
は
異
な
る
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
のN

ed
erlan

d
sch

-In
d

ië O
u

d
 &

 N
ieu

w

誌
が
紹
介
す
る
Ｂ
図
は
、
写
真

か
ら
は
断
定
が
難
し
い
が
、
Ａ
図
そ
の
も
の
、
ま
た
は
そ
の
写
し
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

大
英
博
物
館
所
蔵
の
Ｃ
図
【
図
６
】
は
、
長
椅
子
な
ど
の
基
本
的
構
図
は
同
じ
で
、
川

原
慶
賀
の
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
夫
妻
と
下
女
の
描
き
方
は
Ａ
図
、
Ｄ
図

と
酷
似
す
る
が
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
乳
母
の
間
に
、
少
年
の
よ
う
に
見
え
る
小
柄
な
人
物
が

立
つ
。
衣
服
や
表
情
は
大
人
び
て
見
え
る
が
、
背
丈
や
し
ぐ
さ
は
子
供
の
よ
う
で
も
あ
る

こ
の
人
物
が
誰
な
の
か
は
、
手
が
か
り
が
な
い
。
乳
母
は
幼
児
を
両
手
で
抱
き
、
二
人
は

少
年
の
方
を
向
い
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
蒐
集
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
か
ら
一

八
八
一
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
が
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
八
〇
年
の
日
本
滞
在
か

ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
い
う）

（1
（

。
乳
母
が
幼
児
を
抱
く
点
は
〈
Ⅱ
型
〉
と
共
通
す
る
も
の

の
、
乳
母
と
幼
児
の
表
現
に
は
他
の
図
と
は
異
な
る
独
自
な
点
が
多
い
。

東
京
伊
藤
忠
孝
氏
所
蔵
Ｅ
図
は
、
落
款
以
外
の
写
真
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
守
屋
氏
の

詳
細
な
叙
述
（
文
献
⑧
）
か
ら
、
Ｄ
図
同
様
の
寸
法
と
描
き
方
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
に
残
る
と
い
う
Ｆ
図
も
、
構
図
や
配
色
は
Ｄ
図
と
酷
似
す
る
が
、
表
情
等

細
部
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
一
九
三
一
年
に
池
長
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
（
文
献
⑨
）
Ｇ
図
【
図
７）

（1
（

】

は
、
最
も
知
ら
れ
る
こ
の
構
図
の
作
品
で
あ
る
が
、
縦
横
の
比
率
、
乳
母
の
ス
カ
ー
ト
の

赤
色
が
見
え
る
こ
と
、
乳
母
の
後
ろ
の
長
椅
子
の
足
の
形
状
な
ど
、
他
の
〈
Ｉ
型
〉
図

と
異
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
画
題
の
図
で
唯
一
「
慶
賀
」「T

oyosky

（ト
ヨ

ス
ケ

）」
の
印
を
持
つ
。
上
部
に
は
「D

e O
pregte A

ftekening van het opper 
hoofd J:cock Blom

hoff,　

Zyn vrouw
 en kind, die in A

o. 1818 al hier aan 
gekom

en Zyn.

」（
一
八
一
八
年
当
地
に
到
着
し
た
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
＝
ブ
ロ
ム
ホ

フ
と
彼
の
妻
子
の
実
写
図
）
と
い
う
題
記
が
あ
る
。

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
戊
寅
秋
月　

石
崎
融
思
照
寫
」
の
署
名
と

印
を
持
つ
Ｈ
図
は
、
長
椅
子
の
夫
人
と
床
の
下
女
の
部
分
は
〈
Ⅰ
型
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
な
が

ら
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
描
か
ず
、
乳
母
が
幼
児
を
右
手
に
抱
え
て
夫
人
の
い
る
方
を
向
い
て

立
つ
、〈
Ⅱ
型
〉
と
の
折
衷
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

〈
Ⅱ
型
〉

幼
児
を
抱
く
乳
母
と
、
緑
ま
た
は
青
系
の
ド
レ
ス
の
夫
人
と
、
下
女
、
全
員
が
立
っ
て

い
る
〈
Ⅱ
型
〉
図
と
し
て
は
、
Ｋ
図
の
ほ
か
に
、
神
戸
市
立
博
物
館
の
Ｊ
図
【
図
８
】、

（
款
記
「
文
化
丁
丑
秋
照
写
於
蛮
酋
館
長
崎
賞
鑒
家
石
崎
融
思
」
白
文
方
印
「
融
思
字
士

斎
」
朱
文
方
印
「
鳳
嶺
」）、
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
の
Ⅰ
図
が
現
存
す
る
。
共
通

す
る
特
徴
は
、
上
部
に
像
主
の
名
前
を
記
す
点
で
あ
る
。
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図６　（C図）〔ブロムホフ家族図〕（大英博物館所蔵）
© The Trustees of the British Museum. Shared under a CC BY-NC-SA 4.0 licence

図５　（A図）〔ブロムホフ家族図〕（アムステルダム国立美術館所蔵）
Rijksmuseum, Amsterdam. 
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Ｊ
図
に
は
、「
蛮カ

ピ
タ
ン酋

妻　

名T
etta perfsm

a

テ
ッ
タ
ペ
ル
フ
ス
マ
／
か
ぴ
た
ん

子
性
名Johannes Cok Blom

hoff 

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
／
下
女
名

M
araty

ム
ア
ラ
テ
イ
／
乳
母　

名　

Pretorra M
uts

プ
ル
ト
ル
ラ　

ミ
ュ
ツ
」（
日
本

語
は
朱
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
Ⅰ
図
に
は
、「Johannes Blom

hoff　

児
よ
は
ね
す
ぶ
ろ

む
ほ
ふ
／T

etaperpsm
a　

嘉
美
丹
婦
人　

て
つ
た
へ
る
ぶ
す
ま
／M

unne　

乳
母
み

ゅ
ん
ね
／M

aratey　

婢
女
ま
ら
て
い
」「
文
化
十
四
丁
丑
初
秋
渡
来
同
年
仲
冬
帰
国
」

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
綴
字
及
び
か
な
書
き
は
Ｋ
図
に
比
べ
て
不
正
確
で
あ
る
。

現
存
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
林
源
吉
氏
（
文
献
⑤
）
が
紹
介
す
る
Ｌ

図
は
、『
明
治
以
前
洋
画
類
集）

（1
（

』
に
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
幼
児
の

服
装
や
し
ぐ
さ
、
下
女
の
右
手
先
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
含
め
、
Ｋ
図

と
似
た
雰
囲
気
を
持
つ
。
色
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
夫
人
の
ド
レ
ス
の
襟
元
や

裾
の
レ
ー
ス
、
乳
母
の
上
衣
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
表
現
に
お
い
て
は
、
Ｋ
図
を
含

む
〈
Ⅱ
型
〉
図
よ
り
、〈
Ⅰ
型
〉
図
に
近
い
。
人
名
の
記
載
は
な
い
が
、
上
部
に
「In 

Jappan boenqua zieu Jonen / aankom
ende aftekening des vrouw

 zoontje, 
/ en m

innem
oer dienstm

aagd van het opper / hoofd genaem
t Jan K

ock 
Brouhof

（
日
本　

文
化
十
四
年
来
航　

ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ウ
ホ
フ
と
い
う
名
の
商

館
長
の
夫
人
、
息
子
、
乳
母
、
下
女
の
図
）」
と
読
め
る
オ
ラ
ン
ダ
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、

「
崎
陽
」「
束
賀
」
の
印
が
あ
る
。

Ｍ
図
は
文
字
が
な
く
、
夫
人
の
ド
レ
ス
は
Ⅰ
型
に
近
い
一
方
、
あ
や
す
よ
う
な
下
女
の

図７　（G図）長崎港図・ブロンホフ家族図
　　　　川原慶賀筆（うち家族図）（神戸市立博物館所蔵）

図
８　
（
Ｊ
図
）
ブ
ロ
ン
ホ
フ
家
族
図　

石
崎
融
思
筆
（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
）
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動
き
は
他
に
な
く
、
そ
れ
を
見
る
幼
児
の
着
衣
や
表
情
は
Ｃ
図
に
近
い）

（1
（

。

Ｎ
図
に
つ
い
て
は
、
現
存
が
確
認
で
き
ず
写
真
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
林
氏
に
よ
れ

ば
、
画
面
は
Ｌ
図
と
同
一
構
図
な
が
ら
、「
印
章
は
な
く
紙
本
淡
彩
の
下
絵
」
で
あ
る
と

い
う
。
Ｏ
図
も
現
存
が
確
認
で
き
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

夫
人
と
下
女
の
み
の
Ｐ
図
は
、
兼
重
護
氏
（
文
献
⑭
、
⑰
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
よ

り
一
般
化
さ
れ
た
「
西
洋
婦
人
」
図
と
し
て
、
後
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

二
つ
の
類
型
の
現
存
図
の
対
比
か
ら
は
、
単
純
な
原
本
と
写
本
の
関
係
を
見
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
い
く
つ
か
の
本
人
た
ち
を
見
て
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、

個
々
の
人
物
の
表
現
と
細
部
の
描
写
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
絵
が
生
み

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
川
原
慶
賀
と
石
崎
融
思
の
絵
が
同
じ
構
図
、
類
似
の
細

部
を
も
っ
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
同
じ
も
の
を
見
、
あ
る
い
は
同
じ
元
絵
を
共
有
し
て
い

た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

一
般
に
は
慶
賀
の
印
と
し
て
典
型
的
な
も
の
で
は
な
い
「
崎
陽
」「
束
賀
」
の
印
が
、

こ
の
題
材
を
扱
う
絵
の
中
で
は
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
が
、
慶
賀
の

印
が
制
作
年
代
に
よ
っ
て
異
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
論
理
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

以
上
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
の
情
報
を
整
理
し
て
み
た
が
、
東
京
大
学
に
あ
る
二
種

の
絵
画
が
、
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
妻
子
同
行
と
い
う
事
件
を
伝
え
る
絵
画
類
型
の
中

で
、
比
較
の
基
準
と
な
り
う
る
研
究
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
後
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
技
法
、
依
頼
主
、
伝
来
、
川
原
慶
賀
・
石
崎

融
思
の
画
業
の
中
で
の
位
置
づ
け
と
様
々
な
面
か
ら
の
解
明
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
が
進
み
、
よ
り
広
範
に
効
率
的
に
基
礎
的
な
情
報
を
集
約
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
最
後
は
現
物
の
絵
と
の
対
峙
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
、
両
図
が
閲
覧
可
能
な
よ
い
状
態
で
次
世
代
へ
と
継
承
で

き
る
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
。
改
め
て
関
係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。

 

（
松
井
洋
子
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
元
教
員
）

　
　

補
論　

ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
の
修
理
に
お
け
る
知
見

Ｃ
染
色
液
呈
色
反
応
に
よ
る
顕
微
鏡
検
査
（JIS　

P8120

）

「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」（
東
大
史
料
本
）
の
本
紙
繊
維
は
、
Ｃ
染
色
液
呈

色
反
応
に
よ
る
顕
微
鏡
検
査
（JIS　

P8120

）
に
よ
り
、
灰
青
色
を
示
し
、
細
く
て
短
い

も
の
が
目
立
ち
、
全
体
に
透
明
感
が
な
い
。
繊
維
の
先
端
が
尖
っ
て
い
て
直
線
的
な
針
状

の
形
状
で
あ
る
。
ま
た
、
の
こ
ぎ
り
状
の
細
胞
は
な
く
、
俵
型
の
薄
壁
細
胞
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
竹
繊
維
と
判
明
し
た
。

表
面
観
察
に
よ
る
外
見
的
特
徴
に
つ
い
て

「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」（
東
大
史
料
本
）
本
紙
の
外
見
的
特
徴
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

一
寸
（
三
・
〇
三
セ
ン
チ
）
当
た
り
の
簀
目
の
本
数
（
漉
簀
の
ひ
ご
の
目
数
）
は
、
透

過
光
下
で
三
〇
本
、
糸
目
の
幅
は
一
八
ミ
リ
と
細
か
い
。

通
常
、
糸
目
は
上
下
方
向
、
簀
目
は
左
右
方
向
に
走
っ
て
見
え
る
が
、
こ
の
場
合
は
九

〇
度
傾
き
、
糸
目
が
左
右
方
向
、
簀
目
が
上
下
方
向
に
走
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
横
使

い
」
で
あ
る
。
こ
の
「
横
使
い
」
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
紙
に
継
ぎ
目
を
つ
く
る
こ
と

な
く
一
枚
で
大
き
く
画
面
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
繊
維
の
分
散
を
同
じ
く
透
過
光
下
で
観
察
す
る
と
、
か
な
り
繊
維
が
均
一
で
緻

密
な
面
を
構
成
し
て
い
る
感
じ
を
受
け
る
。

「
阿
蘭
陀
加
比
丹
并
妻
子
之
図
」（
東
大
総
合
図
書
館
本
） 

紙
の
外
見
的
特
徴
は
、
絹
で

あ
る
。
経
糸
・
緯
糸
を
九
〇
度
傾
け
て
使
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
横
使
い
」
で
あ
る
。
本

紙
を
「
横
使
い
」
に
す
る
と
通
常
の
使
い
方
に
比
べ
て
し
な
や
か
さ
に
欠
け
て
硬
い
。
そ

の
た
め
本
紙
に
撓
み
と
折
れ
を
生
じ
さ
せ
易
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

彩
色
材
料
の
分
析
に
つ
い
て

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
画
材
と

し
て
使
わ
れ
た
色
材
に
対
し
て
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
お
よ
び
可
視
光
分
光
に
よ
る
分
析
を
行



画像史料解析センター通信

27

っ
た
。「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」（
東
大
史
料
本
）
の
分
析
結
果
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・
赤
は
、
水
銀
（H

g

）
を
含
む
色
材
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

・
下
女
の
衣
の
模
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
青
は
、
藍
と
考
え
ら
れ
る
染
料
系
の
色
材
が
、

夫
人
の
ド
レ
ス
の
青
は
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
認
め
ら
れ
た
。

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
は
、
一
七
〇
四
年
に
ド
イ
ツ
で
発
見
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
製
法
が

確
立
さ
れ
た
の
ち
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
八
二
六
年
頃
か
ら
清
国
が
イ

ギ
リ
ス
か
ら
仕
入
れ
た
も
の
を
大
量
に
転
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
葛
飾
北
斎
も
「
富
嶽
三
十
六
景
」
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
『
装
潢
文
化
財
の
保
存
修
理　

東
洋
絵
画
・
書
跡
修
理
の

現
在
』
二
〇
一
五
年
）。

・
乳
母
の
前
掛
け
の
黒
色
は
、
鉄
由
来
（Fe
）
の
色
材
で
あ
る
。

・
白
は
カ
ル
シ
ウ
ム
（Ca

）
由
来
の
色
材
で
あ
る
。

・
幼
児
の
肩
に
掛
け
て
い
る
布
に
使
用
さ
れ
て
い
る
緑
色
は
、
銅
（Cu

）
と
鉛
（Pb

）

の
色
材
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

・
夫
人
の
髪
飾
り
に
は
金
（A

u

）
が
、
夫
人
お
よ
び
乳
母
の
耳
飾
り
に
は
金
（A

u

）・

銅
（Cu

）・
亜
鉛
（Zn

）
を
含
む
色
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

・
夫
人
の
髪
、
下
女
の
右
頬
の
影
お
よ
び
上
衣
に
使
用
さ
れ
て
い
る
茶
系
色
は
、
藤
黄

と
考
え
ら
れ
る
染
料
系
色
材
と
水
銀
（H

g

）
を
含
む
色
材
の
混
色
が
認
め
ら
れ
た
。

次
に
「
阿
蘭
陀
加
比
丹
并
妻
子
之
図
」（
東
大
総
合
図
書
館
本
）
の
分
析
結
果
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
椅
子
に
座
る
加
比
丹
（
ブ
ロ
ン
ホ
フ
）
の
洋
服
は
、
水
銀
（H

g

）
由
来
の
赤
色
材
で

あ
る
。

・
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
夫
人
の
ド
レ
ス
に
用
い
ら
れ
た
赤
は
、
水
銀
（H

g

）
由
来
の
赤
色

材
と
染
料
系
色
材
を
使
い
そ
の
質
感
を
表
現
し
て
い
る
。

・
加
比
丹
の
横
に
佇
む
乳
母
の
上
衣
の
模
様
と
加
比
丹
の
靴
は
、
染
料
系
色
材
で
あ
る
。

・
下
女
の
衣
と
乳
母
の
帽
子
の
リ
ボ
ン
に
用
い
ら
れ
た
青
は
、
藍
と
考
え
ら
れ
る
染
料

系
の
色
材
で
あ
る
。

・
乳
母
の
ス
カ
ー
ト
及
び
ソ
フ
ァ
ー
の
黒
は
、
鉄
由
来
（Fe

）
の
色
材
で
あ
る
。

・
ソ
フ
ァ
ー
の
脚
に
用
い
ら
れ
た
緑
の
色
材
は
、
ヒ
素
（A

s

）
の
み
が
検
出
さ
れ
、
ヒ

素
由
来
の
黄
色
材
に
染
料
系
の
青
色
材
を
混
色
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

・
加
比
丹
の
服
の
装
飾
や
ソ
フ
ァ
ー
の
袖
模
様
に
用
い
た
金
色
は
、
金
（A

u

）・
銅

（Cu

）・
亜
鉛
（Zn

）
を
含
む
色
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

・
椅
子
な
ど
に
使
わ
れ
た
茶
色
は
、
ヒ
素
（A

s

）・
水
銀
（H

g

）
が
検
出
さ
れ
、
ヒ
素

由
来
の
黄
色
材
に
水
銀
（H

g

）
由
来
の
赤
色
材
を
混
色
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

・
下
女
の
衣
の
模
様
に
用
い
ら
れ
た
紫
色
は
、
水
銀
（H

g

）
の
み
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、

水
銀
由
来
の
赤
色
材
と
染
料
系
青
色
材
を
混
色
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

装
丁
に
つ
い
て

・「
和
蘭
甲
比
丹
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」（
東
大
史
料
本
）
は
、
筋
回
袋
明
朝
仕
立
の
形
式

を
と
る
も
の
で
、
総
縁
は
本
紙
と
同
じ
竹
紙
で
金
箔
紙
の
筋
を
付
け
て
い
る
。
表
具

の
端
に
付
す
明
朝
は
朱
染
紙
と
し
て
い
る
。

・
軸
首
は
利
休
型
の
紫
檀
軸
で
あ
る
。

・
袋
明
朝
は
草
（
輪
褙
・
り
ん
ほ
え
）
の
形
式
、
な
か
で
も
文
人
表
具
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
『
装
潢
史
』
二
〇
一
一
年
）。

・「
阿
蘭
陀
加
比
丹
并
妻
子
之
図
」（
東
大
総
合
図
書
館
本
）
は
、
三
段
表
装
行
之
行
の
形

式
を
と
る
。
一
文
字
・
風
帯
は
茶
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻
は
茶
地
鳳
凰
唐
草
文

銀
襴
、
天
地
は
縹
雲
文
緞
子
で
、
軸
首
は
象
牙
軸
で
あ
る
。

・
行
の
表
具
は
、「
堂
褙
・
ど
う
ほ
え
」、
略
し
て
「
堂
補
・
ど
う
ほ
」
と
言
う
。
客
間
に

飾
る
、
世
俗
的
鑑
賞
的
な
表
具
で
あ
る
（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
同
前
掲
）。

以
上
、
東
大
史
料
本
・
東
大
総
合
図
書
館
本
の
「
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
」
に
お
け
る
修

理
知
見
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（
髙
島
晶
彦
）
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ホ
フ
の
公
務
日
記
に
よ
れ
ば
、
甚
左
衛
門
は
一
八
一
八
年
七
月
十
四
日
に
、
大
通
詞

末
席
に
昇
進
し
た
こ
と
を
伝
え
に
出
島
に
来
て
い
る
（
文
献
⑮
、
一
五
八
頁
）。

（
５
）『
犯
科
帳
』
に
よ
れ
ば
、
甚
左
衛
門
の
罷
免
は
（
文
政
十
三
）
寅
閏
三
月
廿
五
日
す
な
わ
ち
一

八
三
〇
年
五
月
十
七
日
だ
が
、
彼
は
（
文
政
十
一
）
子
十
二
月
廿
三
日
（
一
八
二
九
年
一
月
二

八
日
）
に
「
同
道
人
預
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
大
通
詞
と
し
て
の
実
質
的
活
動
は
終
わ
っ

て
い
る
。（
森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳
』
第
八
巻
（
犯
科
帳
刊
行
会　

一
九
六
〇
、
三
一
頁
）。

（
６
）
同
館
の
図
書
原
簿
に
よ
れ
ば
、
受
け
入
れ
は
昭
和
六
年
七
月
三
十
一
日
、「
南
加
資
金
」（
未

詳
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

（
７
）
ボ
ク
サ
ー
氏
に
つ
い
て
は
、
高
瀬
弘
一
郎
訳
『
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
の
日
本
』（
八
木
書
店　

二

〇
二
一
）
に
付
さ
れ
た
訳
者
に
よ
る
伝
記
と
業
績
に
つ
い
て
の
解
説
を
参
照
。

（
８
）
付
属
品
新
聞
記
事
の
裏
面
に
、「
昭
和
六
年
十
月
補
修
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
総
合
図
書
館

O
PA

C
の
書
誌
情
報
一
般
注
記
に
は
、「
汚
れ
や
絵
の
具
の
剥
離
あ
り 

（
昭
和
６
年
10
月
補
修
）」

と
の
記
事
が
あ
る
。
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（
９
）
板
沢
論
文
（
文
献
④
）
に
よ
れ
ば
、「
今
度
東
京
帝
国
大
学
に
入
っ
た
絵
が
新
聞
紙
上
の
問
題

と
な
っ
て
か
ら
、
更
に
中
村
勝
麻
呂
氏
の
許
に
異
な
っ
た
構
図
の
も
の
が
二
三
報
告
せ
ら
れ
た
」

と
聞
い
た
と
い
う
。

（
10
）
美
術
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
の
記
述
（
表
中
のU

RL

参
照
）
で
は
、
息
子
の
ヨ
ハ
ン
ネ

ス
（Johannes Cok Blom

hoff 1816-1900

、
図
中
の
幼
児
）
死
去
後
、
そ
の
妻
（Sara M

aria 
van de Poll

1823-1907

）
の
手
に
あ
っ
た
が
、V

an de Poll-W
olters-Q

uina Stichting

財
団
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
一
九
八
七
年
同
財
団
か
ら
国
立
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年

に
売
却
さ
れ
た
と
い
う
。
一
九
〇
七
年
の
売
立
目
録A

rt japon
ais : pein

tu
res, estam

pes, 

livres:collection
s:F

eu
 M

.J
an

 C
ock B

lom
h

off... R.W
.P. D

e V
ries, 1907

に
は
、
一
〇
番

と
し
て
「
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
及
び
使
用
人
の
肖
像
、
絹
本
著
色
、900

×1650m
m

」
が
記
述
さ

れ
て
い
る
（
文
献
㉔
︑
㉕
）
。
文
献
⑱
は
こ
れ
を
、
結
局
売
ら
れ
る
こ
と
な
く
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
に

伝
わ
っ
た
Ｅ
図
の
記
述
と
す
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
女
中
の
ほ
か
に
二
人
の
ジ
ャ
ワ
人
の
使
用
人

が
い
る
と
さ
れ
る
点
及
び
寸
法
か
ら
す
る
と
、
Ａ
図
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）
上
層
の
商
館
員
た
ち
は
し
ば
し
ば
、
個
人
的
に
東
南
ア
ジ
ア
系
の
下
僕
（
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料

で
は
奴
隷slaven

）
を
連
れ
て
き
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
及
び
出
島
の
奴
隷
に
つ

い
て
は
島
田
竜
登
「
一
八
世
紀
末
長
崎
出
島
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
奴
隷
―
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
の
日
本
貿
易
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
社
会
史
的
分
析
」（
鈴
木
健
夫
編
『
地
域
間
の
歴
史
世
界

―
移
動
・
衝
突
・
融
合
』
早
稲
田
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
12
）
Ｄ
図
に
は
な
い
指
輪
が
、
Ａ
図
で
は
、
夫
人
の
右
手
の
人
差
し
指
と
薬
指
に
、
Ｃ
図
で
は
右

手
人
差
し
指
と
左
手
薬
指
に
描
か
れ
て
い
る
。
Ｇ
図
は
左
右
の
薬
指
に
各
一
つ
、
Ｈ
図
は
右
手

の
薬
指
に
指
輪
が
見
ら
れ
、
Ｅ
図
は
文
献
⑧
に
よ
れ
ば
右
手
の
二
本
の
指
に
描
か
れ
て
い
た
と

い
う
。

（
13
）
文
献
①
二
三
九
頁
に
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
はvan de Poll

家
出
身
の
フ
ァ
ビ
ウ
ス
夫
人
が
保

管
し
て
い
る
。het origineel berust bij m

evrouw
 Fabius, geb. van de Poll

」
と
あ
る
。

文
献
④
は
そ
れ
をN

ieuw
enkam

p

氏
所
蔵
と
す
る
が
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
14
）W

illiam
 A

nderson, A
 D

escriptive an
d

 H
istorical C

atalogu
e of a C

ollection
 of 

J
apan

ese an
d

 C
h

in
ese P

ain
tin

gs in
 th

e B
ritish

 M
u

seu
m

, Longm
ans, 1886.

（
15
）
池
長
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
慶
賀
が
シ
ー
ボ
ル
ト
に
贈
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
際
奉
行
所

が
没
収
し
た
も
の
を
、
後
に
奉
行
の
侍
医
北
川
某
が
伊
勢
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
文

献
⑨
五
九
頁
）。
一
方
、
増
田
廉
吉
編
『
長
崎
南
蛮
唐
紅
毛
史
蹟
』
第
二
輯
（
長
崎
史
蹟
採
集
会

一
九
二
九
）
は
大
阪
市
小
林
三
郎
氏
所
蔵
と
し
（
文
献
⑯
）、
文
献
④
は
小
林
三
郷
氏
所
蔵
と

す
る
。

（
16
）
京
都
博
物
館
『
明
治
以
前
洋
画
類
集
』（
平
安
精
華
社　

一
九
二
五
）
五
四
―
二
図
。

（
17
）
Ｍ
図
は
画
家
富
田
万
里
子
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
（
富
田
万

里
子
「
阿
蘭
陀
関
連
資
料
と
私
の
人
生
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
稲
田
大
学
所
蔵
史
料
に
見
る
日

蘭
関
係
史
研
究
の
今
後
―
洋
学
文
庫
、
富
田
万
里
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
―
報
告
」『
会
津

八
一
記
念
館
研
究
紀
要
』
第
一
九
号　

二
〇
一
七
）。

（
18
）
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
慶
賀
は
他
に
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
ブ
ロ
ム
ホ
フ

夫
人
の
図
の
下
絵
（
文
献
⑱
、
竹
内
有
一
「
文
化
一
四
年
の
ピ
ア
ノ
奏
図
―
日
蘭
交
流
の
舞
台

裏
―
」『
国
立
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
七
号　

二
〇
〇
二
）、T

oyosky

の
署
名
が
あ
る
ブ

ロ
ム
ホ
フ
夫
人
が
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
赤
い
ド
レ
ス
の
女
性
と
特
に
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
特
定
で
き

な
い
帽
子
の
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性
に
少
し
成
長
し
た
男
児
の
三
人
の
家
族
図
（
文
献
㉓
）
等
も
残

し
て
い
る
。

（
補
註
）「
大
倉
奬
學
資
金　

昭
和
五
年
十
二
月
大
倉
粂
馬
氏
ヨ
リ
大
日
本
史
料
編
纂
ニ
資
ス
ベ
キ
圖

書
購
入
費
ニ
充
ツ
ル
タ
メ
金
壹
千
圓
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
」（
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所

『
史
料
編
纂
所
一
覧
』
一
九
三
七
）。

『正倉院東大寺宝図』画像のウェブ公開について

　京都大学附属図書館所蔵の『正倉院東大寺宝図』ほかの画像が、
所蔵館の貴重資料デジタルアーカイブよりウェブ公開されました。
　『正倉院東大寺宝図』（請求番号 8-41/シ/1 貴別）
　　https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00013570
　『正倉院御寶物之圖』（請求番号 8-49/シ/1 大別）
　　https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00033838
　『正倉院寶物圖』（請求番号 8-52/シ/2）
　　https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00033839

　撮影には画像史料解析センターの正倉院宝物図プロジェクトが
協力し、本誌 98 号（2022 年 10 月）でその概要を紹介しています。
なかでも『正倉院東大寺宝図』は、明治８年（1875）に蜷川式胤
を中心に実施された正倉院宝物調査において作成された模写・拓
本類であり、明治初期の文化財調査の在り方を知る上でも貴重な
史料といえます。ぜひともご活用ください。 （稲田奈津子）


